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事務局

〒162-0042 東京都新宿区早稲田町83-3 SOビル2F

www.awio.org

お申し込み
下記メールフォームよりお申し込み下さい。受講料の決済方法は、ク
レジットカードのみとさせて頂きます。お申込時に、クレジットカード
にて即時決済をお願いします。また、定員制のため決済後のキャンセ
ル等による返金手続きは承っておりませんので、ご了承下さい。

お申し込みフォームはこちら

AWIO公式サイト

●開催日の7日前頃、入室案内メールをお送り致します。
●Zoomウェビナーにて配信 (顔出しはありません )致します。
●ライブ配信後、準備が整い次第、14日間のアーカイブ配信を実施いたします。

講　    師：上野吉一 ( アニマルウェルフェア国際協会 会長 )

定　    員：  各講座 200名
視聴料金:  各開催ごと 1講座 一律 1,500円(税込)

連続開催

比較認知行動学、
動物福祉学の第一人者 
上野先生の講義です。

全て土曜日  
21:00～22:30開催

主催：AWIOアニマルウェルフェア国際協会 
共催：CACIOコンパニオンアニマルケア国際機構 

AWIO上野吉一会長の

2024 ②環境エンリッチメントは誰のためにする？
～具体的方策とその意味～

動物の行動管理において「正の強化」が理想的である一方で、現実に
は「正の罰」も必要とされる場面を完全に否定はできません。特に攻
撃性の強い個体による攻撃行動を瞬時に抑制する必要がある場合
などでは、完全に「正の強化」だけで行なうことは難しいでしょう。
褒めること、つまり「正の強化」だけで行動管理をするのは理想です
が、現実には多様なアプローチが必要となることを考えます。

③ 動物の行動を管理するためのポイント
～褒めて育てるだけで本当に良いのか～

動物福祉とペットロス・グリーフケアに目を向けることで、動物
を大事にすることと、それが引き起こすペットロスに対する感情
の矛盾を解きほぐします。動物福祉が目指すべきは、動物を限り
ある生命、かつ心ある存在として尊重し、その生きているプロセ
ス全体を大事にすることです。この観点から、ペットロスやグリー
フケアがどのように動物福祉に貢献するか、またその逆の関係性
についても詳細に検討します。それにより多面的な視点で動物福
祉とペットロスの関連性について考えます。

④動物福祉をもとに考える
ペットロス・グリーフケアについて考える
～何が大切なのか～

動物の福祉を高めるための環境エンリッチメントの方法に焦点を
当てます。対象となる環境は物理的な要素から社会的な要素まで
多岐にわたり、それぞれにどのような操作を加えるべきかを具体
的に解説します。さらに、心理的健全性は、行動の多様性や時間
の使い方だけでなく、心の状態にも大きく影響を与えます。この
ような心理的健全性を確立することが、環境エンリッチメントの
最終的な目標になることについて考えます。

①動物への倫理と福祉に関する法律とは
～動物を大切にするために知っておくべきこと～
動物の福祉を考えるとき、心理的健全性を含む生活の質を高めるこ
とが大切です。日本で動物福祉に関する法律は「動物の愛護および
管理に関する法律」だけです。この法律は具体的な指標を示し、違反
者に罰を与える力があります。一方で動物を心を持つ存在としては
認識していないので、まだ不十分な点も多いと言えます。動物に対
する科学的な理解と現行のこの法律の限界について考えます。
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動物福祉ウェビナー


